
２ 新たに提案する道路計画の考え方 
 
 

  （２）希少動植物の生息・生育環境の保全・創出 
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 資料７(1/10) Ⅰ．新堀川における希少動植物の生息・生育状況 

国
道
32
号

櫻
井
橋

新堀駐車場

 前期

♂： 1

♀： 1

♂： 0

♀： 0

大型

小型

♂： 0

♀： 1

♂： 0

♀： 0
小型

大型

♂： 4

♀： 2

♂： 0

♀： 0

大型

小型

 後期

♂： 1

♀： 3

♂： 0

♀： 0

大型

小型

♂： 4

♀： 4

♂： 1

♀： 0

大型

小型

コアマモ分布位置（密度高） 
 

     〃     （密度中） 
 

     〃     （密度低） 

トビハゼ確認位置 

・新堀川の干潟に生息する代表的な希少動物 
 ：シオマネキ・トビハゼ 
 シオマネキは、主に新堀橋南の西側の干潟で確認。 
 トビハゼは、新堀川の干潟全域で確認。 

 

江
ノ
口
川 

・水中に生育する代表的な希少植物：コアマモ 
 新堀橋南側、北側（駐車場撤去部）をはじめ新堀川の広範

囲で確認。 

 

シオマネキ確認位置 

調査により環境条件を整理し、 
それぞれの生息・生育環境の保全・創出を検討 

1.シオマネキ・トビハゼ・コアマモの分布図 

桜
井
橋 

トビハゼ 

コアマモ シオマネキ 

新堀駐車場（営業中） 
新堀駐車場（廃業） 

４車線完成区間 未整備区間 

2.レッドリスト等の指定状況 

種 
環境省 

レッドリスト 

高知県レッドリスト 県指定 
希少野生 

動植物(11種) 現在 動物編改訂案(2017) 

シオマネキ 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧I A類 絶滅危惧Ⅱ類 ○ 

トビハゼ 準絶滅危惧類 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 ○ 

アカメ 絶滅危惧ＩB類 絶滅危惧I A類 除外 - 

コアマモ - 準絶滅危惧類 植物のため改訂対象外  - 

絶滅危惧ⅠＡ類：ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高いもの 
絶滅危惧ⅠＢ類：ⅠＡほどではないが、ごく近い将来における野生での絶滅の可能性が極めて高いもの 
絶滅危惧Ⅱ類：絶滅の危険が増大しているもの 
準絶滅危惧類：現時点での絶滅危険度は小さいが生育条件によっては絶滅危惧として上位ランクに移行する要素を有するもの 

北 

南 

西 

東 



 資料７(2/10) Ⅱ．シオマネキ・トビハゼ・コアマモの生態等 

2.トビハゼの分布と生態 

シオマネキ 

1.コアマモの分布と生態 

ふ化後約1年で約 5 cmの成魚となり、

オスは産卵巣を掘って縄張りを

形成し、跳躍等の求愛行動

を示す。

オスがメスを産卵巣に誘い入れ、産卵・

受精が行われる（6～7月盛期）。オスは

縄張りを維持して卵を保護するとともに

産卵巣に空気を持ち込み、空気中で卵

の発生が進行する。

産卵から約1週間後の夜間満潮時にふ化 ふ化後約50日で約 1.5 cmの

稚魚となり、干潟で生活

成長春

夏

秋

冬

成長

春 秋 冬夏 ：活動期 ：休止期

越冬

卵

仔魚

■高知県内での生息地 
・浦戸湾が最大生息地であったが干潟の埋立等で分布域が縮小し、現在では四万十川
とその支川竹島川の干潟が最大生息地。 

 

■生態等 
・泥干潟に生息。泥上を這い回り、潮が満ちてくると水上をジャンプして移動。 
 満潮時には冠水しない場所で静止。 
・春～秋の干潮時には干潟上でゴカイ等を食べる。冬には越冬用の巣穴で休眠。産卵
期は5月下旬～8月中旬。ふ化後約1年で成熟、寿命は2年（地域によって差違あり）。 

トビハゼ 

栄養繁殖
有性繁殖

生長期（3～9月）

衰退期（11～2月）

花枝形成期（5～10月）

種子

発芽（2～4月）

発芽体
生長期（6～9月）

コアマモ 

■高知県内での生育地 
・宿毛市、四万十市、黒潮町、須崎市、土佐市、春野町、 
 東洋町、土佐清水市、高知市（浦戸湾）等。 
 

■生態等 
・花を付ける顕花植物で海草の仲間。 
・浅海や河川汽水域の浅場の砂泥地 
 に分布する。 
・多年草で、春～秋に良く生長し、 
 冬に衰退する。 
・地上部の草丈の長さは 
  10～50 cm程度。 
・繁殖は種子によるものと地下茎に 
 よる2タイプがある。 

3.シオマネキの分布と生態 

■高知県内での生息地 
・四万十川と須崎湾及び高知市で比較的規模の大きい個体群が確認されている。 

シオマネキ（雄） シオマネキ（雌） 

シオマネキの生息孔 

■生態等 
・本土での繁殖期は夏期とされ、繁殖期の雄は、鉗脚を上下に振る行動を活発に 
 行う。 
・親ガニ１個体からの幼生（ゾエア）数は５万個から６万個程度。 
・放出された幼生はゾエア期、メガロパ期を経て稚ガニに変態。 
・着底後１年以上経過し、甲幅が２cm以上に成長すると繁殖が可能となる。 
・煙突形の独特な生息孔をつくる。 
・寿命は５年程度であるとされる。 

コアマモ 

稚ガニ 

１年以上 

10日～16日 

11日～19日 
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1. 生育環境の調査 

Ⅲ．コアマモの生育状況 

【地盤高】  
 最干潮時においても流水環境を維持することが必要。 
 最適な生育場所となるためにはT.P.-1.5m～1.3mが妥当と考えられる。 

【底質(粒度組成)】 
 シルト・粘土分としては20％以上あれば生育可能。 
 最適な範囲としては50％程度と考えられる。 

【開放水面幅】 
 周囲の建物等の状況にもよるが、生育域の端部をみると、②の日照条件で

13.0ｍ程度、④であれば7.0ｍ程度の水面幅で生育している。 

【日照時間】 
 夏季において7～8時間程度の日照時間で生育している。 

(1)調査位置 

(2)調査結果（光量以外） 

0

20

40

60

80

100

① ② ③ ④ ⑤

粗礫(19.0～75.0mm)

中礫(4.75～19.0mm)

細礫(2.00～4.75mm)

粗砂(0.85～2.00mm)

中砂(0.25～0.85mm)

細砂(0.075～0.25mm)

シルト(0.005～0.075 mm)

粘土(≦0.005mm)

コアマモ調査地区

構
成
比

(%
)

コアマモ生育位置別の粒度組成 

項目 測線① 測線② 測線③ 測線④ 測線⑤ 
平均値
(①以外) 

生育範囲の地盤高 

（T.P. m） 
-1.68 

(河床高) 
-1.21～ 
-1.27 

-1.09～ 
-1.64 

-1.27～ 
-1.33 

-1.41～ 
-1.54 

-1.25～ 
-1.45 

水深(m)*1 

上段:満潮時、下段:干潮時 
2.42 
0.52 

1.98 
0.08 

2.11 
0.21 

2.04 
0.14 

2.22 
0.32 

2.09 
0.19 

粒度組成 
シルト分以下(%) 

45 58 66 35 23 45.5 

開放水面幅(m) 13.9 12.9 24.0 6.5 19.9 15.8 

コアマモ群落幅(m) 0 3.0 10.6 5.9 10.0 7.4 

日照時間*2(h) 5.0 7.5 7.0 8.5 8.0 7.8 

(4)生育位置別の特徴 

1) 横堀公園付近（測線②③） 
 シルト・粘土分の含有率は,文献等で一般的に報告されているコアマモ生

育場所に近い状況にあり，生育に適した底質となっている。 
 

2) 新堀川水門南側（測線④⑤） 
 底質としては、文献等の一般的な報告に比べやや粗い状況が見られる。 
 しかしながら,日照条件が良好であるため,生育を維持できていると考えら

れる。 

2. 生育に必要とされる環境条件 

①生育してない場所   ②生育してる場所の端部   ③広範囲に生育している場所 
④生育してる場所の端部 ⑤広範囲に生育している場所 

(3)光量調査 
  ➣コアマモが生育可能な環境を把握するため、生育域の最端部となる②④箇   
  所で光量調査を実施した結果、降雨時を除き、生育に適した日積算光量 
  3.8～5.3mol/m2/d（Abe et al,2010）を満たしていた。 
 ➣日陰の条件が異なるが、日照時間（②7.5h、④8.5h）で生育に適した光量 
  が確保されている。 

 *1)直近5カ年の朔望平均満干潮位－平均地盤高  *2) 8月上旬に観察。測線上の50%以上に日当たりがあれば有効とした。         
  ※直近5カ年 朔望平均満潮位 T.P.0.74m，朔望平均干潮位 T.P.-1.16m 

測線②及び④における日積算光量子量 

※グラフ上方は日中の天気 
  F:晴 C:曇 R:雨 
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2
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14

8/
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測線④ 測線②

日付

光
量
子
量
（m

ol
/m

2 /
d）

F/C F F F 

F 

F 

F 
F 

F/C 

C C 

C 

F/R 

調査日 

引き潮時の流向 

新堀橋南側：測線③付近 
 新堀川で最大の生育場所。 
 引き潮時の流れ沿いに生育。 
 生育密度はほぼ一定で高密度。 

引き潮時の流向 

新堀水門南側：測線⑤付近 
 工事が完了した水門南側の新堀  
 川導水路内に生育。 
 引き潮時の流向に沿って三角形 
 に分布。 
 密度は新堀橋周辺に比べてまば 
 ら。 

F 

国
道
32
号

櫻
井
橋

新堀駐車場

① 
② ③ 

④ ⑤ 

新堀橋 
新堀 
水門 

 

 下に示す5箇所(測線）で調査を実施。 
 コアマモ生育環境の調査測線 

① ② ③ ④ ⑤ 

0

20

40

60

80

100

① ② ③ ④ ⑤

粗礫(19.0～75.0mm)

中礫(4.75～19.0mm)

細礫(2.00～4.75mm)

粗砂(0.85～2.00mm)

中砂(0.25～0.85mm)

細砂(0.075～0.25mm)

シルト(0.005～0.075 mm)

粘土(≦0.005mm)

コアマモ調査地区

構
成
比

(%
)
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粗礫(19.0～75.0mm)

中礫(4.75～19.0mm)

細礫(2.00～4.75mm)

粗砂(0.85～2.00mm)

中砂(0.25～0.85mm)

細砂(0.075～0.25mm)

シルト(0.005～0.075 mm)

粘土(≦0.005mm)

コアマモ調査地区

構
成
比

(%
)

粗い 

細かい 
0
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100

① ② ③ ④ ⑤

粗礫(19.0～75.0mm)

中礫(4.75～19.0mm)

細礫(2.00～4.75mm)

粗砂(0.85～2.00mm)

中砂(0.25～0.85mm)

細砂(0.075～0.25mm)

シルト(0.005～0.075 mm)

粘土(≦0.005mm)

コアマモ調査地区

構
成
比
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1.新堀川における干潟の概要 

Ⅳ．シオマネキ・トビハゼの生息状況① 

西側 

東側 

(1)新堀川における干潟の概要 
 

 最も広い干潟は新堀橋南側（横堀公園前）の両岸に形成。 
 干潟は満潮時に完全に水没。 
 塩性植物は生育していない。 
 新堀川におけるシオマネキの生息地は、干潟の中でも地盤の高い場所に

限定されている。 
 
 

 

(2)干潟の底質調査 
 

 1)調査位置 
 

 新堀川でシオマネキが確認されている下図の４地点において調査を実施。 

新堀川における底質調査地点 

引き潮時の流向 

①下 

②上 
①上 

②下 

③ 

④ 

 新堀川は全体において礫から粗砂・細砂が多くなっている。 

底質調査結果 

2)調査結果 

▲ 
：調査位置 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

甲殿川(n=101) ①新堀川上流(n=1) ①新堀川下流(n=1) ②新堀川上流(n=1) ②新堀川下流(n=1) ③新堀川(n=1) ④新堀川(n=1)

粘土(<0.002mm) シルト(0.002-0.02mm) 細砂(0.02-0.2mm) 粗砂(0.2-2.0mm) 礫(>2.0mm)

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

甲殿川(n=101) ①新堀川上流(n=1) ①新堀川下流(n=1) ②新堀川上流(n=1) ②新堀川下流(n=1) ③新堀川(n=1) ④新堀川(n=1)

粘土(<0.002mm) シルト(0.002-0.02mm) 細砂(0.02-0.2mm) 粗砂(0.2-2.0mm) 礫(>2.0mm)

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

甲殿川(n=101) ①新堀川上流(n=1) ①新堀川下流(n=1) ②新堀川上流(n=1) ②新堀川下流(n=1) ③新堀川(n=1) ④新堀川(n=1)

粘土(<0.002mm) シルト(0.002-0.02mm) 細砂(0.02-0.2mm) 粗砂(0.2-2.0mm) 礫(>2.0mm)

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

甲殿川(n=101) ①新堀川上流(n=1) ①新堀川下流(n=1) ②新堀川上流(n=1) ②新堀川下流(n=1) ③新堀川(n=1) ④新堀川(n=1)

粘土(<0.002mm) シルト(0.002-0.02mm) 細砂(0.02-0.2mm) 粗砂(0.2-2.0mm) 礫(>2.0mm)

新堀橋南側の干潟 

道路完成区間の干潟 

地盤の高い泥質の場所を好ん
で生息している 

シオマネキの生息場所 

シオマネキの生息場所 

干潮時の干潟 満潮時の干潟（水没） 
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2.シオマネキの主要な生息地(新堀川以外)との比較 

Ⅳ．シオマネキ・トビハゼの生息状況② 

(1)調査の概要 
 

 高知市内（浦戸湾周辺以外）において,1000個体以上のシオマネキの 
  生息が確認されている場所（Ａ地区）の干潟の概要。 
 県内最大規模の生息地と言われ、Ａ地区以上の数千個体程度が生息して

いる四万十川河口(Ｂ地区)の干潟の概要。 
  

(3)シオマネキの生息地盤高の比較 
 

 新堀川では地盤高の高い護岸ののり尻付近(T.P.+0.10付近)で確認。 
 Ａ地区におけるシオマネキの巣穴の地盤高の平均標高はH=T.P.+0.32m±0.032m

であり,新堀川に比べて高い位置に生息している。 
 干潟において大潮の満潮時のみ水没するような高い場所に多く生息している。 

新堀川におけるシオマネキの生息孔と 
周辺の底質状況 

3. 生息に必要とされる干潟の条件 

【地盤高】  
 新堀川でシオマネキが確認された護岸ののり尻付近(平均潮位より高い 
  Ｈ＝T.P.0.10m程度)以上の高さを目指す。 
 

【勾配】 
 新堀川でシオマネキが主に確認されている西側干潟の勾配（1:3～1:5程度） 
  を参照。  

 

【底質(粒度組成)】 
 シオマネキの生息が多く確認されているＡ地区やＢ地区のシルト・粘土分が

多い底質の干潟が望ましいが、新堀川を含む浦戸湾周辺における干潟の底質
は、礫～細砂分の割合が高いため、現状の含泥率以上を目指す。 

底質調査結果 

(2)底質調査結果の比較 
 

 新堀川では礫から粗砂～細砂が多いのに比べ、多数の生息が確認されてい
るＡ、Ｂ地区においては、礫が少なくシルト～粘土分が多くを占めてい
る。 

 含泥率でみても新堀川は2.4～24.0％であるのに対し、Ａ地区では約65％、
Ｂ地区では平均して約45％である。 

A地区におけるシオマネキの生息孔と 
周辺の底質状況 

(3)干潟の横断形状と潮位との関係 
 

 シオマネキは主に新堀橋南側(横堀公園前)の西側の干潟で確認。 
 シオマネキは干潟の中の地盤の高い護岸ののり尻付近(T.P.0.10付近)の 
  限られた場所で確認。 
 トビハゼは新堀川の干潟が形成される全箇所で確認。 

西側の代表断面における干潟の横断形状と潮位との関係 

新堀橋南側（小水制南側） 

T.P.-0.22 

シオマネキの 
生息範囲 

朔望干潮位 

平均潮位 

朔望満潮位 

朔望干潮位 

シオマネキの 
生息範囲 

平均潮位 

朔望満潮位 

四国銀行通路橋北側 

T.P.+0.16 

※ 新堀川以外の高さ表記は、はりまや町一宮線の「平成13年度」の測量成果に準じた 
  2000年平均成果以前の基準に準拠し補正。 
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浦戸湾周辺 四万十川河口(B地区) 高知市内(A地区) 



現在の道路計画の見直し 
(資料６；線形＋幅員） 

概略図 
 

開放水面 
面積 2,248m2(=①) 

 資料７(6/10) Ⅴ．新堀川における希少動植物の生息・生育環境の創出の方針 

1. 環境条件の整理 

 線形や幅員の道路構造の工夫のみでは、同じ断面で、コアマモの生育環境とシオマネキ・トビハゼの生息環境の両立が難しいため、縦断
的な区間に分けて、「開放水面」と「干潟」の確保を行う。 

 一方で、横堀公園前においては、公園の一部を切り込むことで、「開放水面」と「干潟」の両方を同じ断面で確保し、双方の環境を創出
する。 

新
堀
橋 

駐車場撤去部 

「開放水面＋干潟」の確保によるコアマモの生育・シオマネキ等の生息環境を検討 

新
市
橋 

桜
井
橋 

桜
井
橋 

横堀公園を掘り込み開放水面と干潟の双方を創出 

開放水面と干潟の環境を確保 

2. 平面計画案 
干潮時の新堀橋南側(横堀公園前)の状況 

公園前水面＋干潟創出案 
（公園の一部を水域として拡大） 

概略図 
 

開放水面 
面積 

2,451m2（①+203m2） 

駐車場撤去部 

新
市
橋 

新
堀
橋 



 資料７(7/10) 

■ 新堀川における環境創出の整備計画 

Ⅵ．希少動植物の生息・生育環境の創出①(全体計画図） 

国道32号 

干潟+開放水面の創出 

 横堀公園前（新堀橋南側）では,シオマネキ等の生息環境である干潟およびコアマモの生育環境である開放水面の両方の創出を目指す。 
 新堀橋～桜井橋の駐車場撤去区間では，それぞれの生息・生育範囲をできるだけ拡大する方針で整備区間を区分して環境創出を目指す。 
 整備にあたっては，現在の新堀川やその他の生息地における生息・生育環境の物理的な条件を参考にそれぞれの環境の創出を目指す。 

※ 道路計画は，「道路見直し案」をもとに作図。 
※ 横断図における朔望平均干満潮位，平均潮位は2012年～2016年の5カ年における高知検潮所の潮位資料を使用。なお，高さ表記は「平成13年度」の測量成果に準じた2000年平均成果以前の 
  基準に準拠。 

新堀橋 
新市橋 

桜井橋 
横堀公園 

開放水面の創出 干潟の創出 

・新堀橋南側で水面幅を７ｍ以上確保 
・横堀公園の一部を掘り込み干潟を創出 
（公園前のコアマモ・シオマネキ等が生育・ 
 生息している環境の創出を目指す） 

・水面幅を７ｍ以上確保 
（新堀橋北側のコアマモが生育 
 している環境の連続性を目指 
 す） 

・干潟を創出 
（桜井橋北側のシオマネキ等 
 が生息する干潟との連続性 
 を目指す） 

国
道
32
号

櫻
井
橋

新堀駐車場

干潮時の新堀橋南側(横堀公園前)の状況 

駐車場部 
：撤去し開放水面を創出 

新堀橋～新市橋間の状況 

新市橋 

新堀橋 

駐車場部 
：撤去し開放水面を創出 

桜井橋から南側の状況 

シオマネキ等が 
生息する既設の干潟 
(工事完了区間） 



 資料７(8/10) Ⅵ．希少動植物の生息・生育環境の創出②(横堀公園周辺計画図） 

■ 横堀公園前における環境創出の整備計画 

 シオマネキ等の生息環境である干潟およびコアマモの生育環境となる開放水面の両方の創出を目指す。 
 コアマモの生育幅を７ｍ以上確保。 
 コアマモの生育域に引き潮時の流れが誘導されるように，新堀橋南側の河道を東側に寄せる。 
 干潟は公園用地の一部を利用して整備し, 現在シオマネキが確認されている干潟の物理環境を再現。 

横堀公園前の整備計画 
            （平面図） 

横堀公園前の整備計画 
（代表横断図） 

(平面図の①-①断面） 

横堀公園 
① 

① 

・公園の護岸を東側に移設し干潟を 
 創出。 
・干潟勾配は現況と同様の約1:３～1:5。 
・干潟の底質は,現況の含泥率以上を 
 目指す。 

・コアマモの生育環境として７m   
 以上の水面幅を確保。 
・最干潮時において水深が確保で 
 きるように河床高をT.P.-1.5m 
 前後に設定。 
・底質は現在の粒度組成を参考。 

・干潟の護岸のり尻付近の高さは 
 シオマネキが確認されている地 
 盤高を参考にし，平均潮位以上 
 (T.P.0.1m以上)を確保。 

新堀橋 

(東側・公園側） （西側・道路側) 

（現況の護岸） 

・公園用地の一部 
 を利用して干潟 
 を創出。 

・現在の歴史的な石積は 
 新たな位置で復元。 

・引潮時においてコアマ 
 モ生育範囲が流水環境 
 になるように流れを制  
 御するため護岸位置を 
 前出し。 

・引潮時の流れを誘導 
 してコアマモの生育  
 環境を創出。 

・引潮時においてコアマ 
 モ生育範囲が流水環境 
 になるように流れを制  
 御するため護岸位置を 
 前出し。 

コアマモ生育環境 干潟環境 

0.10 

葦を植栽するな
ど、泥の溜まりや
すい環境を創出。 



 資料７(9/10) 

■ 駐車場撤去部における環境創出の整備計画 

Ⅵ．希少動植物の生息・生育環境の創出③(駐車場撤去部計画図） 

駐車場撤去部の整備計画平面図 

新市橋 

 干潟の創出とコアマモの生育環境の創出は配慮すべき物理要件が異なるため，水路幅が限定される駐車場撤去部では現在のシオマネキ，
コアマモの生息・生育環境を踏まえて，それぞれの生息・生育範囲を拡大できるように創出区域を区分。 

 新堀橋～新市橋の区間は，現在，新堀橋北側にコアマモが生育しているためコアマモの生育環境の連続性を創出。 
 新市橋～桜井橋の区間は，桜井橋北側の干潟でシオマネキ等が確認されていることから，シオマネキ等の生息環境の連続性を創出。 

開放水面創出ゾーン代表断面②-② 

② 

② 

・干潟環境を創出。 
・干潟勾配は1:3～1:5程度で変化。 

・干潟は勾配約1:3～1:5で変化。 
・護岸ののり尻高はシオマネキが確認されている地 
 盤高を参考にして平均潮位以上確保(T.P.0.1m以上)。 
・干潟の底質は,現況の含泥率以上を目指す。 

新堀橋 

桜井橋 

・コアマモの生育環境と 
 して７ｍ以上の水路幅を 
 確保。 

・水面幅を7m以上確保 
 してコアマモの生育 
 環境を創出。 

③ 

③ 干潟環境の創出ゾーン代表断面③-③ 

開放水面の創出 干潟環境の創出 摺り付け区間 

・既設護岸の前面に右岸 
 側の石積を活用し石積 
 護岸を復元。 

・既設護岸の前面に右岸 
 側の石積を活用し、石 
 積護岸を復元。 

平成13年度検討会で提案された干潟先端の
フィックスポイント(上）や乱杭工（下）を設
置して干潟における環境の多様性を創出。 
(※福留氏提案） 

(西側） （東側） 

(東側） 

(西側） 

中小石
(φ20～40cm)

丸太(杉)
φ12cm,L=1.00m

丸太(杉)
φ12cm,L=1.00m

フィックスポイント 

2
0
0
0

2
0
0

ボルト止め
φ13 L=360

貫木(杉) φ120

栗石 φ50～150mm

平面図

杭木(杉)
φ120

石積み

2
0
0
0

5
0
0

1
1
5
0

粗朶マット t=100

杭木(杉) φ120

貫木(杉) φ120

200

850

横断図

ボルト止め
φ13 L=360

板柵工概要図 
(※福留氏提案） 

・底質は新堀橋南側の生 
 育地と同等の構成。 ・水際には板柵工などを設置 

 し流れに多様性創出。 
※）福留氏は、平成13年はりまや工区検討会の座長であり、 
  河川の自然工学に関する日本有数の工学博士 



 資料７(10/10) 

1.ハマボウ選定の経緯 

Ⅶ．植栽の検討 

高知市内の汽水域岸辺に自生しているハマボウ 

2.ハマボウの生態概要 

 現況の新堀川における東側の護岸はコンクリート護岸であるが，
その前面に景観に配慮した石積護岸を整備。 

 ハマボウの植栽には植生基盤が必要になるため，石積護岸の天端
を嵩上げし，現在の擁壁の高さまで植生基盤を設置したうえでハ
マボウを植栽。 

 パブリックコメントでは，堀川と同じように桜の植樹を望む意見
あり。 

3.ハマボウの植栽に関する基本方針 

 平成13年度の検討会と併行して開催されたワークショップで
コーディネーターの提案に基づく協議でハマボウを選定。 

 高知県ではシオマネキが生息しているような海岸の入り江など
に生育している種であること，ハイビスカスの仲間で花がきれ
いなことなどが選定理由。 

 分類はアオイ科フヨウ属ハマボウ。 
 生活型は落葉低木で，木の高さは1～3m程度。 
 海岸線や河口部に自生し，日当たりのよい温暖な砂質土壌を

好む。 
 花期は7～8月。 
 幹はほとんどなく，根元より枝分かれして株立ち状になる。 
 萌芽力があり剪定も可能で管理は比較的容易。 
 自生種は高知県レッドリスト：絶滅危惧ⅠB類（EN)に指定さ

れている希少種。 
 高知県における主な生育地は高知市，室戸市，土佐清水市，

宿毛市など。 

 ハマボウの自生種は希少種だが植栽木は緑化樹木として市場
で入手可能。 

 植栽方法なども確立されており，植栽は容易。 
 新堀川東側の復元する石積護岸の天端付近に10m程度の間隔

で植栽。 

ハマボウの樹木の形（高知市内） ハマボウ植栽予定地（新市橋北側） 

平成13年度の検討会で提案された 
ハマボウの植栽(横断図） 

堀川の桜並木（Web高知より引用） 


